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② 語り手の生活で、調査の問題に関わる客観的な出来事や経験を記録する。  








⑥ 次に、上記の資料源の妥当性を決定し、仮説検証の資料源の優先順位を確定する。  






































































































































































 以上のような疑問に対して、相互構成主義は、二つの仕方で答えるであろう。  
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2  現象学的あるいは解釈学的なインタビューの方法に関しては、Benner （1994〔2006〕）、

































































14  これらを、Holloway & Wheeler 2002〔2006〕は、信用性（trustworthiness）を確保
するための方略（strategy）と呼び、基準とは区別している。  








17  詳しくは次の拙論を参照。家高洋「ガダマーの言語論」『メタフュシカ』第 42 号、大
阪大学大学院文学研究科哲学講座（2012 年 3 月発行予定）。本節に関してこの拙稿と重複
している箇所がある。  








み入れること）を重視している（Polit & Beck 2004 : 14〔2010 : 14〕）。また、看護学の









マーが強調していることは、（本稿の第 3 節と第 4 節で述べたように）伝統のなかに属し
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つつ、その伝統の限界を自覚して、自らの地平を拡げていくことである。  
21  なおフィンクは、このように指摘することによってフッサールを批判しているのでは
ない。逆に「構成」の意味がこのように揺れているからこそ、現象学の解明は広範囲に及
ぶことが可能になったとフィンクは主張しているのである。  
22  ルーマンにおいても言語は媒体であり、また、（ガダマーと同じく）言語と事象を分け
るアプローチを批判している（Luhmann 1990〔2009〕）。 
23  初期の社会構成主義によれば、社会のなかでの様々な規定（特に差別的な規定）は社
会的に構成されているのであるが（バーガー＆ルックマン、1977）、後年の社会構成主義
（ナラティヴ・セラピー等）はこの構成を指摘するだけではなく、（社会的に構成された）
様々な規定を変化させることを意図している。ところで、このような場合でも社会と自然
が本質的に区別されており、自然に関する「構成」は主張されなかった。つまり、何らか
の「不変な自然」を土台として、「可変的な社会」が存在する、という世界観を前提してい
たのである。だが、「自然と社会」という区別自体、自然科学的な思想に基づいている。こ
のような区別を再検討したのが 1970 年代以降の科学社会学（特にラトゥールらのアクタ
ーネットワーク理論）である。Latour(1991〔2008〕)がはっきりと指摘するように、この
ような自然科学的発想も無前提ではなく、社会歴史的な影響を受けているのである。  
